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１ 観光入込客数 

各市町村が観光入込客数を調査推計し、各市町村からの報告に基づき、県が集

計している。 

（１）調査概要 

 

（２）調査結果～観光入込客数の動向～ 

令和２・３年は、新型コロナウイルス感染症（以下、「新型コロナ」とい

う）の拡大の影響により、県内各地の観光地点における観光入込客数は大き

く減少したものの、令和４年は令和２・３年を大幅に上回る人数となった。 

令和４年の観光入込客数は、52,069,500 人（前年差＋11,482,100 人）

で、前年から 28.3％の増加となっている。 

新型コロナの影響からの回復基調が見られ、令和元年（新型コロナ感染拡

大前）の８割程度の観光入込客数となっている。 

 

 

 

 

 

  

①調査主体・調査名：群馬県「観光客数・消費額調査」 

②調査目的    ：群馬県内の観光地点（観光行事）に来訪した観光客を調

査し、今後の観光施策の基礎資料に供することを目的と

する。 

③調査対象    ：観光入込客数は、次の地点を対象として推計したもの。 

（1）非日常利用が多い（月 1 回以上の頻度で訪問する人数の

割合が半分未満）と判断される地点であること。ただ

し、「訪問する頻度が高い者＝日常利用者である」とは

言い切れない地点については、本要件を満たすものとし

て取り扱っても差し支えない。  

（2）観光入込客数が適切に把握できる地点であること。 

（3）観光入込客数が年間 10,000 人以上、若しくは特定月の

観光入込客数が 1,500 人以上であること。 

（令和３年 351 カ所→ 令和４年 421 カ所） 

④調査対象期間  ：令和４年１月１日～令和４年 12 月 31 日 

⑤調査方法    ：県内の観光地点（観光行事）について、県内 35 市町村へ

照会し集計。 
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（３）観光入込客数の推移 

①観光入込客数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②令和４年（2022 年）月別観光入込客数の推移 
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③市町村別観光入込客数の推移 
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④エリア別観光入込客数の推移 
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（４）調査結果（詳細） 

①月別観光入込客数推計表 
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②分類別の観光入込客数 

 

 

 

 

 

 

※分類は、後述の観光庁「観光入込客統計に関する共通基準」に基づく 

 

 

③主要温泉地の観光入込客数（分類別）  
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④主要観光施設の観光入込客数（分類別）  
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２ 宿泊者数 

観光庁「宿泊旅行統計調査」の確定値に基づき、県でとりまとめている。 

（１）調査概要 

 

（２）調査結果～宿泊者数の動向～ 

延べ宿泊者数は、7,098,620 人泊で、前年から 1,997,440 人泊増加し、

前年比 139.2％となった。 

外国人延べ宿泊者数は、46,670 人泊で、前年から 29,380 人泊増加し、

前年比 269.9％となった。 

延べ宿泊者数については、観光入込客数と同様に新型コロナの影響から

の回復基調が見られ、令和元年の８割程度となっている。 

一方で外国人延べ宿泊者数については、国の水際対策強化等の影響もあ

り、令和元年の２割以下となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①調査主体・調査名：観光庁「宿泊旅行統計調査」 

②調査目的    ：わが国の宿泊旅行の全国規模の実態等を把握し、 

観光行政の基礎資料とする。 

③調査対象    ：宿泊者数は、次の施設を対象として推計したもの。 

ホテル、旅館、簡易宿所、会社・団体の宿泊所など。 

・従業者数 10 人以上の事業所：全数調査 

・従業者数 5 人～9 人の事業所：1／3 を無作為に抽出してサンプル調査 

・従業者数 0 人～4 人の事業所：1／9 を無作為に抽出してサンプル調査 

 

④調査対象期間  ：令和４年１月１日～令和４年 12 月 31 日 

⑤調査方法    ：観光に限らず、宿泊施設すべてについて調査。 

 

観光庁 ⇔ 民間等請負業者 ⇔ 郵送（又はオンライン） 

⇔ 各報告者のとおり調査を行い推計 
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（３）宿泊者数の推移 

①宿泊者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②令和４年（2022 年）月別宿泊者数の推移 
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③外国人延べ宿泊者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④令和４年（2022 年）月別外国人延べ宿泊者数の推移 
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（４）外国人延べ宿泊者数の国籍別順位 

（従業者数 10 人以上の施設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

順位 国籍 人泊 割合 全国順位 前年伸び率（％）

第1位 台湾 5,190 14.3% 第15位 2,631.6%

第2位 香港 4,520 12.5% 第21位 653.3%

第3位 米国 3,530 9.7% 第26位 426.9%

第4位 タイ 3,290 9.1% 第20位 1,118.5%

第5位 中国 3,030 8.4% 第26位 16.1%

第6位 シンガポール 1,910 5.3% 第22位 9,450.0%

第7位 韓国 1,670 4.6% 第34位 87.6%

第8位 ベトナム 1,080 3.0% 第29位 ▲ 43.8%

第9位 オーストラリア 640 1.8% 第27位 1,180.0%

第10位 マレーシア 610 1.7% 第22位 916.7%
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３ 観光消費額 

群馬県に訪れた観光客（日帰り客・宿泊客）の滞在中の消費額について、

観光庁「共通基準による観光入込客統計」、観光庁「宿泊旅行統計調査」、

群馬県「観光客数・消費額調査」をもとに、「客数（宿泊・日帰り別）×観

光客１人あたりの単価」により、県が推計している。 

 

（１）調査概要 

※観光庁「宿泊旅行統計調査」、群馬県「観光客数・消費額調査」については前述のとおり。 

  

①調査主体・調査名 

観光庁「共通基準による観光入込客統計調査」 

②調査目的 

都道府県における観光入込客に関する統計について、把握する項目定義、

調査手法、推計方法等に関する基準を共通化し、都道府県が相互に比較可

能な信頼性の高い統計を作成する。 

③調査対象 

「観光地点」及び「行祭事・イベント」  

「観光地点」は、下記の（1）～（3）の要件の全てを満たすもの 

「行祭事・イベント」については、（2）及び（3）の要件を満たすもの 

（1）非日常利用が多い（月 1 回以上の頻度で訪問する人数の割合が半分未

満）と判断される地点であること。ただし、「訪問する頻度が高い者＝

日常利用者である」とは言い切れない地点については、本要件を満たす

ものとして取り扱っても差し支えない。  

（2）観光入込客数が適切に把握できる地点であること。 

（3）観光入込客数が年間１万人以上、若しくは特定月の観光入込客数が 5 千

人以上であること。 

④調査対象期間 

令和４年１月１日～令和４年 12 月 31 日 

⑤調査方法 

都道府県ごとの「観光地点入込客数・観光消費額単価・観光消費額」につ

いて、「（1）観光地点等入込客数調査」と「（2）観光地点パラメータ調

査」を組み合わせて推計する。また、両調査により把握できないものは、

観光庁「宿泊旅行統計調査」等の既存統計調査を活用して推計する。 

（1）観光地点等入込客数調査 

四半期ごとに市町村が、県内の観光地点及び行祭事・イベントに訪れ

た人数を、観光地点の管理者・行祭事・イベントの実施者等に入込客数

を調査し、県が集計する。 

（2）観光地点パラメータ調査 

四半期ごとに県が、県内の観光地点 10 地点以上で訪れた観光客を対

象に、アンケート調査を行い、訪問地点数・観光地点消費額単価等につ

いて県が調査する。 
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（参考）観光地点パラメータ調査地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）調査結果～観光消費額の動向～  

観光消費額は、2,262 億円であり、前年から 659 億円増加し、前年比

141.1％となった。 
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観光消費額単価は、宿泊区分においては 26,657 円であり、前年から

3,875 円増加し、前年比 117.0％となった。また、日帰り区分においては

2,725 円であり、前年から 390 円減少し、前年比 87.5％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）観光消費額の推移 

①観光消費額の推移 
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②観光消費額単価の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（億円） 


